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令和7年10月17日（金）

25名

集合時刻：バスは10:30発車を予定
10:20までに集合ください

※「参加票」が必要です
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研究交流クラブ会員限定！ 研究交流クラブ第241回定例会（見学会）

公益財団法人科学技術交流財団 研究交流クラブ担当 club@astf.or.jp ☏ 0561-76-8325

9月22日（月）までに、右記のQRコードからお申込みください（会員限定：参加費無料）
また、申込者数が定員を超過した場合、参加は抽選となります。

（https://smoothcontact.jp/front/output/4pe34es6i5xvku0ifjp66qfxuwglkmv8

からもお申込み可能です)

※ 集合時間・場所の詳細はメールで送付する「参加票」でお知らせします

・締切後にメールで送付される「参加票」が無い方は参加頂けません。

・10月10日（金）時点で「参加票」が届かない場合は、必ず事務局にお問い合わせください。

・ドレスコード：長ズボン着用のこと。サンダル、ハイヒールは不可。

・PHX Kusatsu施設は撮影可能です。

但し、他目的での無断使用やSNS等へのアップロードはお控え願います。

申

込

方

法

リアル見学会

「パナソニック株式会社 草津拠点」

名鉄バスターミナル４Fより出発します。
（現地集合・現地解散はございません。）

見学先

スーパーカミオカンデ

カミオカラボ

過去の大会の様子（大会公式HPより） 見学会 スケジュール

１０：２０ 名鉄バスセンター４F集合（10:30発車）

１２：００ 土山SAにて自由昼食（昼食代は各自負担）（12:45発車）

１３：３０
～

１５：３０

① 3電池連携によるエネルギーマネジメント技術の紹介

② RE100実証施設 Panasonic HX Kusatsu見学

③ 技術交流タイム

１７：３０
名鉄バスセンターまでお送りします（17：30頃到着予定）。

   交通事情等で、到着予定時刻は前後する場合があります。

先進工場
コンセプト
説明（写
真は入替
予定）
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Aichi Sky Expo

■３電池EMS（管理棟に設置）

世界初 水素の本格利用によるRE１００実証施設見学会
３電池連携によるエネルギーマネジメント技術

（純水素型燃料電池・太陽電池・リチウムイオン電池）

■液化水素タンク

■草津拠点外観

■純水素型燃料電池

■蓄電池1.1MWh

https://smoothcontact.jp/front/output/4pe34es6i5xvku0ifjp66qfxuwglkmv8
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